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研究ノート

『感情教育』論・補遺

榊 原 英 城

r感情教育』制作の過程

　rサランボー：を書きあげてから，フロベールが次の大作「感情教育』に

取りかかるまでには，かなり長い期間に亙る空白がある。「サランボー』を

　　　　　　　　　　

“

了えたのが1862年の4月，r感情教育」のプランが定まっていよいよ・、［1：き始

　　　　　　　　　　　　ぼ
めるのが1864年の9月初めだから，その間二年余り。この間に夢幻劇「心の

　　　　　　　　　　

尉、

蜘が書かれてはいるが，フ・ベー・レは・椛副次的な仕事と考えてお魂

絶えず次に取りかかるべき長い小説のことで頭を悩ませていた。62年及び63

年にフロベールがさまざまの作品のプランを書き留めたノートCarnet　19は，

当時の彼の迷いを如実に語っている。Carnet　19の大部分を成しているのは，

のちに『感情教育』と「ブヴァールとペキュシェ』となる二つのテーマのそ

れぞれのプランなのだが，フロベールの迷いは，この二つのテーマのうち執

れを取るかにあったようだ。

　　〈je　suis　dans　la　confection　simultan6e　de　mes　deuxplans：c’est　a

　cela　que　je　passe　toutes　rl〕es　soir6es．　　Je　ne　sais　pour　lequel　rne

　　　　ぱ
　d6cider．＞

　63年の3月から5月にかけてのフロベールの書簡のなかには，これに類し

　　　　　　　　　

9

た言葉が頻繁に現れる。Carnet　19のなかの二つの小説のプランはどうやら

　　　　　　　　　　　　　　
この時期に書かれたものらしい。そのうち「感情教育」のプランの方はかな

り詳しいメモであって，決定稿の構想に近づいたものではあるが，構想がま

だ完全には固まっていないらしく，フロベール自身は「作品の全体の構図が
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悪くて，ピラミッドを成すまでに到らない」ことを愁えている。

　結局執れにも決めかねて，フロベールは『心の城』を取りあげたわけだが，

これを脱稿したあとフロベールの心は決ったらしい。64年の初めには次のよ

うな言葉が書簡のなかに現れてくる。

　　　＜je　pense　sans　cesse　a　mon　roman，　je　me　suis　meme　trouv6　samedi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロフ
　dans　une　des　situations　de　mon　h6ros．〉

　　　〈Quand　j’ai　un　moment　de　repos，　je　dors　sur　mon　grand　divan　en
．◎

　songeant　a　mon　roman　que　j’ai　grande　envie　d’6crire．＞

　64年の春から夏にかけてフロベールは『感情教育』のプランの確定に力を
　　ゆ
注ぎ，傍ら小説のための資料蒐集documentationの目的でパリをはじめと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
してノジャン，トルーヴィル，サンスなどへ出かけたり，社会主義関係の読

　　　　　　　　　　　　　　　ほ
書をしてメモを取ったりしている。

　作品に本腰をいれて取り掛かる前に作品のプランを確定することは，フロ

ベールにとって欠かせない作業だった。それは資料蒐集のための単なる準備
プ・ ナ‘｝．t

期間というだけではなく，何度も何度も’詳細な筋書を作り直し，プランにプ

ランを重ねるうち，次第に作品が頭のなかで明確な形を取りはじめる，いわ

ば構想の確定のための大切な時間でもあるのだ。細かいプランが出来上って，

従うべき方針が決まらない限り，フロベールは書き始めない。それはrボヴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

｝｝

アリ」以来のフロベールの変らぬ制作方針であった。

　　　＜je　me　suis　imagine　que　le　sc6nario　6tait　fait　et　je　In’y　suis　rnis．

　Tout　d6pend　du　plan．〉

　　　〈quand　tu　feras　le　plan　de　ton　drame，　d6taille　le　plus　possible　et

　scさne　par　scene，　avec　tout　les　mouvements；c’est　le　seu　l　moyen　d’y

o
　　voir　clair・〉

　漸くにして『感情教育』の構想ははっきりした形を取りはじめる。

　　　〈Heureusement　que　maintenant　je　travaille　beaucoup　au　plan　de

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け
　　．　Je　cornmence　a　le　comprendre〔＿〕〉



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『感情教育』論・補遺　　339

　　　＜J’ai　hier　travail16　toute　la　journ6e　avec　Monseigneur〔Bouilhet〕

　au　plan　de　mon　livre．〔＿〕　L’id6e　principale　s’est　d6gagee　et　main一

　　　　　　　　　む　　tenant　C，eSt　Clair．〉

　作品は64年9月初めより書き出され，四年八ケ月ほどかかった末，69年5

　　　　　　　　　　　ら
月半ばに書き了えられた。この時期のフロベールの書簡のおかげで，我々は

作品執筆の過程を追うことができる。作品の各部に費した時間をみてみると，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お第一部（コナール版全集で143頁）は66年1月に書き了えられ，約17ケ月を要し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆている。そのあとパリに資料蒐集に出かけ，第二部（264頁）は66年5月から
　　　　　　　の
68年初めまで，約21ケ月かかった。第三部（20碩）は約15ケ月で了えられて

いる。その間，「ボヴァリ夫人」『サランボー』のときと同様，我々はかの有

名なフロベールの「文章の苦悶」les　affres　du　styleに頻繁に出くわすこと

にな2遮か二行を書くt・・61醐の四・寺から夜半までかかっ㌶一パラグ

ラフのために二日間苦しみぬいたりすることが五年近く続くのだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

　それでも『ボヴァリ」のころに較べると，この苦悶もいくらか調子が違う。

苦悶のさなかにあっても，フロベールの足取りはかなり目立って確かなので

ある。作品の進み具合，完成の時期の見通しが，時には驚くほどの正確さで
’tき．

予測される。作品はともかくも予定通り着々と進んでいる。これは「ボヴァ

リ」や『サランボー」のころにはなかったことだ。このような見通しの正確

さはフロベールのメチエの円熟を証するものでもあろうが，作品のプランが

事前に十分練られていたことを推測させる。とは言え，初めのプランが書き

進む間ずっと不動のままであったわけではない。書き始めてからも，絶えず全

体のプランに心を砕き，訂正を重ね，各章に取り掛かるごとに更に新たにプ

ランを練り直すのだ。フロベールが「感情教育」制作に際しては各章を単位

として書き進めていることも心に留めておく必要があ著）。全体のプランとは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れづ別に，各章ごとのより詳しいプランを彼は作成しているはずである。又，執

筆期間中，頻繁にフロベールは資料を漁る目的でパリへ行った♂手紙を通
◎

じて問合せをしたりしており，時には問合せで知った事実のために作品のプ
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ランを変更せざるを得なくなるというようなことも起ってくる。問合せの返

　　　　　　　　　　　　　　の
事が遅れると仕事は滞ってしまう。四年八ケ月という長い歳月は，予め出来

上ったプランに従った単なる遂行のみに費されたわけではなかったのだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コビスド
　『感情教育』を書き上げたあと，フロベールは例によって筆耕に原稿を清

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
書させ，清書原稿を再読し，最終的な訂正をする。『ボヴァリ』『サランボ

ー
』の原稿の点検をした親友ルイ・ブイエは病床にあり（7刀にブイエに死ぬ），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
代ってマクシム・デュ・カンが原稿に目を通す。デュ・カンの彩しい訂正の

大半をフロベールは受けいれ，最終的な原稿が完成し，出版者ミシェル・レ

ヴィに渡される。7月初めには『感情教育』のことは既にフロベールの脳裡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
を去り，次の大作『聖アントワヌの誘惑』決定稿の計画に没頭している。

　作品は69年11月に発表され，甚だ不評だった。不評をある程度見越してい

たとは言え，世評のあまりの無理解にフロベールは苛立った。そのころの書

簡には理解されないことへの驚きが表明されており，なぜそれほど不評であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
るのか解せないといった口吻が灰見える。フロベールは『感情教育』が世に

容れられなかったことを終生苦に病んだ。79年，即ち発表後十年のち，再版

のための訂正をしていた時期に，『感情教育』不評の原因をフロベールは次

のように分析している。

　　　〈工lmanque　aux‘‘Soeurs　Vatard”〔de　Huysmans〕，　comme　a‘‘1’edu．

　　sentim’’”la∫　aussetE　de　la　Pe「sPective！Il　n’y　a　Pas　progression　d’effet．

　　Le　lecteur，　a　la　fin　du　livre，　garde　l’impression　qu’il　avait　d6s　le

　　d6but．　L’art　n’est　pas　la　r6alit6．　Quoi　qu’on　fasse，　on　est　oblig6　de

　　choisir　dans　les　616ments　qu’elle　fournit．　Cela　seul，　en　d6pit　de

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
　　1’Ecole，　est　de　l’id6al，　d’o血il　r6sulte　qu’il　faut　bien　choisir．〉

　　　くPourquoi　ce　livre－1a　n’a－t－il　pas　eu　le　succさs　que　j’en　attendais？

　　Robin　en　a　peut－etre　d6couvert　la　raison．　C’est　trop　vrai　et，　esth6－

　　tiquement　parlant，　il　y　manque：la　∫αμ∬ε髭　de　la　peTspective．　A

　　force　d’avoir　bien　combin61e　plan，　le　plan　disparalt．　Toute　oeuvre
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d’art　doit　avoir　un　point，　un　sommet，　faire　Ia　pyramide，　ou　bien　Ia

　］umiさre　doit　frapPer　sur　un　po▲nt　de　la　boule．　　Or　rien　de　tout

cel・d…la　vi・・M・i・1’A・t・’・・t　p・・dan・1・N・t・・e∫N・imp。，t。∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タJe　c「ols　que　pe「sonne　n　a　pouss61a　probit6　plus　loin．　Quant　a　la

　conclusion　・jevous　avoue　que　j’ai　gard6　sur　le　coeur　toutes　les

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠
betises　qu’elle　a　fait　dire．〉

註

　書簡集からの引用はすべてコナール版による。（Correspondance，9voL，　Supp1さ．

　ment，4vol．，　OEuvres　completes　de　Gustave　Flaubert，　Conard）　以下Corr．と

　略記し，書：簡番号のみを示した。なお，番号の前のSはSuppl6mentを意味する。

　［．1）但し，原稿の訂正に6月までかかっている。Voir　Corr．，715，716，717，720，

　　　721，723　et　725．

　②　Voir　Corr・・800・コナール版のNotesによれば，清書原稿に64午9月1口か

　　　らと記されている。

　i3）　「心の城』Le　Chateau　des　Coeursの構想は62年6月ごろからで，執筆され

　　　たのは上として63｛トの後半，10月に書き了えられ，原稿の訂正を済ませたのは12

　　　月．初めであった。Voir　Corr．，765，766，767　et　771．

　〔4｝　　Voir　Corr．，　765．

　1、5）　《Je　revasse　un　tas　de　choses，　je　divague　dans　mille　projets．》　（Corr．，

　　　725）

　（6）Carnet　19の内容はDurry夫人により，詳しい解説をつけて公表された。　M．－

　　　J・Durry，　Flaubert　et　ses　projets　in6dits，　Nizet，1950．

　C7）一つの作品に取りかかれば，フロベールは必ず数年をかけないではすまないの

　　　で，どのテーマに先に手をつけるかは，重大な選択となるのだ。《Un　livre　a

　　　6crire　est　pour　moi　un　Iong　voyage》　（Corr．，725）

　〔8）　　Corr．，　754．

　（9）　Voir　Corr．，755，　756，762　et　S　214．

（1①C・・n・t19のr感↑撤育』のプランの．、・￥かれた［1！i期についてはDurry，。P．　，it．，

　　　p．　98．及びp．141．に詳しい。

　（11）　《Je　travaille　sans　relache　au　plan　de　mon　Education　sentimentale，　ga

　　　commence　a　prendre　forme？　Mais　le　dessin　g6n6ral　en　est　mauvais！ga

　　　・・f・it　p・・1・py・amid・！》（C・rr．，　S　215）《A・・un・cene　capit、1，　n，

　　　su「git・　9・n・m’・mp・igne　p…》（C・rr．，　S　214）《L・・f・it・m・manq。ent．
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　Je　n’y　vois　point　de　scさnes　principales　〔…〕　》　（Corr．，　S　216）

〔12）　　Corr．，　778．

（13）　　Corr．，　780．

ω　Voir　Corr．，785　et　789．

（15｝　Voir　Corr．，785，790，　S　245，　S　246　et　799．

〔16）　Voir　Corr．，793，　794，795　et　796．

働　詳しいプランなしに書かれたと思われる初稿『感情教育』の失敗の原囚を，フ

　　nベール：ま作品の繋ぎの糸の欠如であると考え，この反省からプランを前以て作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セナリオ

　　ることの必江性を悟ったらしい。フロベールは45年頃，筋苫を作る訓練をしてい

る。Voir　Ch．　Bruneau，　Les　Debuts　litt6raires　de　Gustave　Flaubert，　Nizet，

　　1962．

（18）　　Corr．，　307．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

（19）　Corr．，376．

（20）　　Corr．，　785．

（2ユ）　　Corr．，　789．

（幼　《FINI！mon　vieux！Oui，　mon　bouquin　est　fini！》（Corr．，1023）コナ

　　　　　　　　　　　　　　　によれば，清書原稿には5月16口と．艮かれている。

　　　　Corr．，　833．

　　　　Corr．，　845．

　　　　Corr．，　859　et　g54．

　　　　《Mon　roman　va　tres　mal　pour　le　quart　d’heure．〔…〕Vous　ne　savez　pas，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　une　journ6e　la　tete　dans　ses　deux

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cervelle　pour　trouver　un　mot．　L’id6e

　　　　　　　　　　　　vous　largement，　incessamment，　comme皿fleuve．　Chez　moi，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Il　me　faut　de　grands　travaux　d’ai’t　avant　d’obte－

　　　’une　cascade．　Ah　1　je　les　aurai　connues，　les　affres　du　style！》（Corr．，

　　一ル版のNotes

⑭

¢5）

（26｝

　　vous，　ce　que　c’est　que　de　rester　toute

　　mains　a　pr6ssurer　sa　malheureuse

　　coule　chez

　　c’est　un　mince　filet　d’eau．

　　nlr

　　878）

ほ7）　Corr．，　S　331．

Cθ　　Corr．，　880．

⑳　《Mon　roman　en　est　a　la　cent　soixante－dixieme；il　doit　en　avoir　cinq

　　cents！　Quelle　perspective！》（Corr．，871）《〔…〕car　je　voudrais　avoir

　　fini　ma　seconde　partie　b　la　fin　de　janvier．　Pour　avoir　tel・min61e　tout　au

　　printemps　de　69，　de　maniere　a　publier　dans　deux　ans　d’ici，　je　n’ai　pas

　　huit　jou「s　d　Pe「d「e；tu　vois　la　Pe「sPective・》　（Corr．，948）
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（30：1　『ボヴァリ』も『サランボー』も，彼が予定していた完成の時期の見通しより

　かなり遅れて完成された。Voir　Corr．，317，322　et　629．

⑬D　《Puis　j’ai　fait　Ie　plan　du　cinqui÷me，　pris　des　notes　en　quantit6，　etc．》

　　（Corr．，608）

BZ

㈱

倒

13．o

㈱

　demand6s　plusieurs　fois

　ne．

　Fr6d6ric　se　prombne　la　nuit　dans　Ia　capitale．　Car　avant　de　le　faire　march－

　er，　il　faut　savoir　d’od　il　part．》　（Corr．，　S　400）

（3V　Voir　Corr．，1026，1027，1028　et　1038．

BS　Voir　Corr．，　S　440，　S　441　et　1036，

酬　デュ・カンの251個所の訂iLのうち，87個所を除いてフロベールは受けいれた。

　なおブィエによる訂iEもされたらしい。　Voir　Notes　de　l’6dition　Conard，　p．639．

（40　　Voir　Corr．，　1027，1028，1029　et　1032．

働　《En　fait　d’opinions，　je　crois　que　mon　pr6sent　livre　les　r6voltera　toutes，

　mais　cela　tient　au　sujet　meme．》　（Corr．，899）　《Les　patriotes　ne　me

　　pardonneront　pas　ce　livre，　ni　les　r6actionnaires　non　plus！》　（Corr．，976）

（4Z　Voir　Corr．，1083，1084　et　S　469．

㈲　Corr．，1818．

幽　　Corr．，1896．

　あとで述べるように，『感情教育』の殆どの草稿類は公表されていない。

　Voir　Corr．，808，845，847，897，902，903，909，　S　349，921，1013　et　S　414．

　Voir　Corr．，　S　328，888，917，　S　353，　S　354，　S　355，　S　392，990，1001　et　S　420．

　　《〔…〕j’avais　fait　un　voyage　de　Fontainebleau　avec　retour　par　le　chemin

de　fer，　quand　un　doute　m’a　pris　et　je　me　suis　convaincu，　h61as！qu’en

1848il　n’y　avait　pas　de　chemin　de　fer　de　Paris　a　Fontainebleau．　Cela　me

fait　deux　passages　b　d6molir　et　a　recommencer！Je　vois　dans　Paris－Guide

〔＿〕que　la　ligne　de　Lyon　n’a　commenc6　qu’en　1849．》（Corr．，995）

　《Cependant，　des　renseignements　dont　j’ai　absolument　besoin，　et　que　j’ai

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ne　m’arrivent　pas，　ce　qui　fait　que　je　suis　indig－

’

》（Corr．，998）《Ma　page〔…〕est　rest6e　en　blanc，　et　de　plus　celle　oU

作品の「構想」

　　　rボヴァリ夫人』「サランボー』による十年余の文章との苦闘の経験を経

たフロベールにとってもなお，『感情教育』の計画は克服し難い困難さを持
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つように思われた。一つの大きな作品を了える毎にフロベールは，次に取り

かかる作品こそ自分の天性に合った，自然に筆の捗どるものにしたいと願う

のだが，とどのつまり彼はますます困難なものを選んでしまうのだ。しかし

既にメチエの面では円熟したフロベールにとって，『感情教育』制作中最も

苦しんだのは書くことに伴う技術的な問題ではなかった。フロベールの絶え

ざる迷いは作品の「構想」それ自体に関わるもので，「構想」への疑いは執

筆中に書かれた書簡のなかで幾たびとなく繰り返される。それは執筆の最も

早い時期から，書きあげられたあとに到るまで変ることなく訴えつづけられ

る。

　　　〈〔…〕ce　sera　une　oeuvre　mediocre，　parce　que　la　conception　en　est

①

　vicieuse　？〉

　　　＜〔…〕mais　je　suis　terriblement　inquiet　de　ce　livre．　Sa　concep－

　tion　me　parait　vicieuse．〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、
s

　　　〈Quant　a　l’ensemble，　mes　inqui6tudes　augmentent〔…〕〉

　しかし彼は「構想」を変更しようとはしない。

　　　　＜〔…〕　je　ne　suis　pas　sans　de　violentes　inquietudes　sur　la　conceクー

G

　tion　de　mon　roman；mais　il　est　trop　tard　pour　y　rien　changer．〉

　構想が悪いということは，「感情教育』の場合，具体的にはどういう欠点

を意味するのだろうか。それについて触れた文章を書簡のなかに捜してみよ

う。

　それは先ず，主人公として選ばれた作中人物たちが詰らない人間で，読者

の興味を引きつけるに足るほどの魅力を持っていないのではないかという心

配。

　　　〈C’est　lb　surtout　ce　que　je　Iui〔a　mon　roman〕　reproche∫　Les

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　h6ros　inactifs　sont　si　peu　int6ressants！＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　　〈〔…〕des　caractさres　aussi　mous　int6resseront－ils？〉

　しかしこれはやむを得ないことなのだ，とフロベールは考える。現代には
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弱い情熱の持ち主しかいないのだから。

　　　　＜C’est　un　livre　d’amour，　de　passion；mais　de　passion　telle　qu’elle

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くアエ

　　peut　exlster　malntenant，　c’est－a－dire　inactive．〉

　　　　＜On　rl’arrive　a　de　grands　effets　qu’avec　des　choses　simples，　des

　passlons　tranch6es．　Mais　je　ne　vois　de　simplicit6　nulle　part　dans　le

　　　　　　　　　　　　　　

　monde　modeme．〉

　従って劇的な事件は乏しくなるだろうし，作品が真実らしくあるためには

退屈にならざるを得ないことは初めから見越していた。

　　　　＜Le　sujet　tel　que　je　1’ai　congu，　est，　je　crois，　profondement　vrai，

　mals　a　cause　de　cela　meme，　peu　alnusarlt　probablement．　Les　faits，

　　Ie　drame　manquent　un　peu；et　puis　1’action　est　6tendue　dans　un

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：⑨
　　laps　de　temps　trop　considerable．〉

　　そうは言ってみても，フロベールの不安は去らない。こんな主題を扱うの

は美の目的に惇るのではないか。

　　　　＜Ce　qui　me　d6sole　au　fond，　c’est　la　conviction　o白je　suis　de　faire

　une　chose　inutile，　je　veux　dire　contraire　au　but　de　l’Art，　qui　est

　rexaltation　vague．　Or，　avec　Ies　exigences　scientifiques　que　l’on　a

　malntenant　et　un　suJet　bourgeois，　la　chose　me　semble　radicalement

imp・ssibl・．　L・beaute・’・・t　p・・c・mp・tible　a・ec　l。。i，　m。d。，nξ〉

　主題そのものに対する疑い。

　　　　＜〔…〕mais　je　me　suis　embarque　dans　un　sujet　inextricable　par

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　sa　simplicit6　et　son　abondance．〉

　　　　〈Quelle　folie，　n’est－ce　pas，　de　se　donner　tant　de　mal　pour　arriver

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　souvent　a　d’aussi　piさtres　rCsultats∫〉

　遂にはこのような卑俗な主題を選んだことをフロベールは呪い出す。

　　　　＜Quel　pensum！　et　quelle　diable　d’id6e　d’avoir　6t6　chercher　un
　　　　　　　　　　　ゆ
　sujet　pareil∫〉
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　　　「ボヴァリ』制作のときと同様に，嫌悪すべきブルジョワたちを扱わねば

ならぬ現代小説など，もう二度と書かないと彼は宣言する。

　　　　〈〔…》je　ne　recommencerai　plus　de　pareilles　besognes．　Cette

　　cohabitation　morale　avec　des　bourgeois　me　tourne　sur　le　coeur　et
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ

　　m’6puise．　Je　sens　le　besoin　de　vivre　dans　des　milieuxplus　propres．〉

　　しかし結局又，彼は『ブヴァールとペキュシェ」でブルジョワたちと付き

合うことになるのだが。

　　卑俗で影の薄い主要人物たちと背景となる歴史的大事件とをどのように混

ぜ合わせたらいいか，それもフロベールを悩ませた大きな問題だった。

　　　　＜Mais　Ie　milieu　od　mes　personnages　s’agitent　est　tellement　copieux

　　et　grouillant　qu’ils　manquent，　a　chaque　ligne，　d’y　dispara］tre．　Je

　　suis　donc　oblig6　de　reculer　a　un　plan　secondaire　les　choses　qui　sont

　　precis6ment　les　plus　int6ressantes．　J’effleure　beaucoup　de　sujets

　　dont　on　aimerait　a　voir　le　fond．　Mon　but　est　complexe－mauvaise

　　rn6thode　esth6tique，　bref，　je　crois　n’avoir　jamais　rien　entrepris　de

　　　　　　　　　　　　お
　　plus　difficile．〉

　　　　＜〔…〕j’ai　bien　du　mal　a　embo↑ter　mes　persomages　dans　les

　　6venements　politiques　de　48．　J’ai　peur　que　les　fonds　ne　d6vorent

　　les　premiers　plans；　c’est　la　le　d6faut　du　genre　historique．　Les

　　personnages　de　l’histoire　sont　plus　interessants　que　ceuxde　la　fiction，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　S，int6resse

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　parmi　les

　surtout　quand　ceux－la　ont　des　passlons　mod6rees；　on

　moins　a　Fr6deric　qu’b　Lamartine．　Et　puis，　quoi　choisir

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　faits　r6els？　　Je　suis　perplexe；　c’est　dur∫〉

　作品の狙いが複雑すぎて，「構想」がはっきりしないことが，

のにも影響しているとフロベールは考えた。

　　　　くApropos　de　titre，　　　　”
　mon　roman，　a　moi，　voici　celui　que　j’ai　adopt6，

題名そのも

vous　ln　aviez　promis　de　m　en　trouver　un　pour

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　en　d6sespoir　de　cause：
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L’6ducation　sentimentale
．． 〒一 　．〒　一一，

　　　　　　　　　Histoirθd，un　jeuηe　homme．

　　Je　ne　dis　pas　qu’il　soit　bon，　mais　jusqu’a　pr6sent　c’est　celui　qui

　rend　le　mieux　la　pens6e　du　livre．

　　Cette　difficult6　de　trouver　un　bon　titre　me　fait　croire　que　Videe

d・1’・euv・e（・u　pl・t6t・a　c・ncepti。n）・・。、t　p、、　cl。i，e隅〉

　こうして出来上ったr感情教育」という作品の構造を，フロベールの意図

にそって詳しく検討し，作品の「構想」を明らかにする作業がなされねばな

らぬ。フロベールの「構想」への余りの配慮は「感情教育』を理解しにくく

し，不評の原因となったが，そこにこそ，この作品の独自性が見られると思

われるからである。

註

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（10）

（11）

（12）

（13）

（14）

（15）

a6）

（17）

Corr．，　859．

Corr．，　867．

COrr．，955．

Corr．，1001．

Corr．，　S　255．

Corr．，　938．

Corr．，800．

Corr．，　938．

Coアγ．，800、

Corr．，　886．

Corr．，　864．

Corr．，　971．

Corr．，　896．

Corr．，974．同じょうな例は，　Corr．，883，886　et　980．にも見られる。

Corr．，　S　311．

Corr．，　961．

Corr．，　S　424．



348　　『感情教育』論・補遺

Carnet　19の検討

　1851年から56年に亙る「ボヴァリ夫人』の制作の段階は，その間に書かれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た磐しい書簡（ルィズ・コレに宛てたものを中心とする），及びプラン・草稿など

のおかげで，作品の日毎の出来上りの次第を詳細に追うことができ，フロベ

ー ルがどの部分をいつ書いたか，どの部分にどれだけの時間をかけたか，数

度に及ぶ草稿の訂正や書き加えはどうなっているかなどについても隅なく知

ることができるのだが，「感情教育』の場合は，作品の出来具合について詳し

く述べている書簡の少なさ，プラン・草稿類の未発表などのため，今のとこ

ろ同様の操作は不可能である。Carnet　19に含まれたプランは63年にフロベ

ー ルが「ブヴァールとペキュシェ」のプランと並行して作成したものであっ

て，作品の原型となる簡単なメモにすぎない。64年になってから，これを発

展させて，より詳細なプランや筋書が当然作られているものと思われる。従

って作品の全くの萌芽の状態にすぎぬCarnet　19のプランと完成された決定

稿との問の，数多くのプラン・筋書・草稿の類からなる中間の段階における

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ構想の興味深い進展・成熟・変遷を我々は知る由もない。しかしながら，63

年のプランの段階において既に作品の構想の根本に関わる重要なメモが見ら

れるので，繁雑にわたるけれども，以下逐一それらを拾い出してみたい。

（以下の引用で括孤〈　〉に括られた部分はフロベールがあとで付け加えた

と考えられる字句である。）

　1　作品の自伝性に関わるメモ。

　Carnet　19に含まれた「感情教育』のプランはfolio　30から39に及ぶ10枚

ほどの分量だが，『感情教育」という題名は中ごろ（folio　36）になるまでは

現れてこない。

く1’interet　sera　P・rte　S・・r　le　jeuneん・mme－＠serait　al・rs　une　esPbce

　　　　　　　　　　　　
d’Education　sentimentale？）〉
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　folio　30の表題は　MOEURS　PARISIENNEs，　folio　35のそれは　Me
　　　　　　　　ゆ
MOREAU（roman）となっており，作品は『感情教育』という題名のもとに

構想され始めたのではなく，最後のfolio　39になって漸くγθzαげs　d　l’Edu－

Q
cation　sentimentaleという見出しが採用されている。（書簡のなかでは『感

情教育』という言い方をしているのは63年4月7日が最初で，3月末にはま

だ「パリの小説」と言っている。従ってCarnet　19に書き留められたプラン

はこの頃のものと考えられる。）

　このことから，フロベールが初めのうちは45年の「感情教育』のテーマ

との共通性に気づいておらず，それ故，当初から初稿「感情教育』の書き直

しをしようというつもりでプランを作りかけたのではないということが推測

される。そうなると，folio　35の有名な記述，

くLθ　mari，　la∫　emme，　1，amant　tOtis　S，ai？？2ant．　　tOUS　li：cheS．

　－traverse’e　sur　le　bateau　de　Montereau．　un　collegien．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Me　Sch．　　 M「Sch．　moi．〉

これは「感情教育』の臼伝性を証する明快な拠点とされてきた記述だが，こ

れが「感情教育」という題名を採る以前のもので，Me　MOREAU（roman）

という表題に続いて書かれているのを見れば，必ずしも直ちに自伝的テーマ

に結びつき，小説全体の自伝的構想を意味するものとは考えにくく，ただ単

に三角関係のプロトタイプを示すメモにすぎないという考え方もできるので

はなかろうか。少くともプランの始まりの段階においては，主要人物間の恋

愛関係が主眼であって，初期の自伝的作品群との繋がりはさほど強いものと

は思われない。
⑤

　そもそもフロベールは，よく言われるように，決定稿「感情教育』として

完成された自伝CI勺テーマー恋愛体験の作品化を青年時代からずっと変らず

暖めつづけていたのだろうか。通説では「感情教育』のテーマは「聖アント

ワヌ」及び『ブヴァールとペキュシェ』のそれと並んで，フロベールが生涯

をかけて追求した三つの大きなテーマだとされているし，それぞれのテーマ
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が執れも作家の一生のテーマにふさわしい執拗さでフロベールの作品系列の

なかに現れてはいる。だが，45年の初稿と，四半世紀ものちの決定稿とが紛

らわしい同一の題名を持っていることに騙されてはならない。二つの「感情

教育二が38年の『狂人の手記』に書かれた恋愛体験を出発点としていること

は槌かだとしても，作品としてのあらわれには大きな距離があるように思わ

れる。更に，『ボヴァリ』を書いている最中，フロベールが次のように言っ

ているのを知れば，『感情教育』のテーマはたとえ一時的にもせよ断念され

たのだと考’えねばなるまい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　くJe　n’6prouve　nullement　le　besoin　d’6crire　mes　m6moires．〉

　　　＜Oui，　je　commence　2　etre　d6barrass6　de　moi　et　de　Ines　souvenirs．

　〔…〕Je　me　suis　ici　beaucoup　resuM6　et　voila　la　conclusion　de　ces

　quatre　semaines　faineantes：adieu，　c’est－a－dire　adieu　et　pour　toujours

　au　personnei，　a　rintime，　au　relatif．　Le　vieux　projet　que　j’avais　d’ec－

　rire　plus　tard　Ines　memoires　m’a　quitt合．　Rien　de　ce　qui　est　de　ma

　personne　ne　me　tente．　Les　attachements　de　Ia　jeunesse（…〕ne　me

　semblent　plus　beaux．〉

　これはフロベールが少年時代シュレザンジェ夫人に遭遇した思い出の地ト

ルーヴィルに滞在している問の感想であることから，ここに述べられている

個人的な思い出の内容は「狂人の手記」のなかで告白された恋愛体験を意、味

すると考えられる。フロベールはそれまでは書くつもりでいた個人的な思い

出を，少くともこの頃（53年8月）には断念していたわけだ。初期の自伝的

作品を一切発表せず，筐底に秘しておいたのは，執れそのテーマを利用しよ

うという意図からであったろうし，ルイズ・コレの初稿『感情教育』評に応

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えて，それらしき意図を灰かしたこともあった。個人的テーマに関する考え

方の変化のなかに、「ボヴァリ』の制作という鍛練によってフロベールがい

かに自己の従来の小説観から脱却したかを窺うこともできよう。

　　くC’est　un　de　mes　principes，　qu’il　ne　faut　pas　s’Ccrire．〔…〕Et
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　puis，　rArt　doit　s’elever　au－dessus　des　affections　personnelles　et　des

　susceptibilites　nerveuses∫〉

　これが『ボヴァリ』を書き終ってフロベールの得た信念であった。このよ

うな信念を持った作家に我々は自伝的回想小説を期待することはできない。

我々は『ドミニック』流の回想小説からは遥かに隔たったところにいるのだ。

フロベールが虚構によらず自己を描くことを自らに禁じている以上，小説の

主人公と作者との隔たりを考慮にいれないわけにはいかないし，従ってfolio

35の“moi”という記述にもかかわらず，主人公はギュスタヴ・フロベール

自身ではなく，63年のプランは個人的体験を作品の構想の出発点としている

のではないと考えたい。（プランにおいて既に，主人公フレデリックがいかにフロ

ベールとは別個の人日として計画さ7にていたかにっいてはあとで触れることになろう）

つまり，決定稿『感情教育』は古いテーマの書き直しのつもりではなく，全

く別の小説として計画されたのだが，プランを進めるにつれ，自らの生きた

時代の感性の歴史を描こうという意図がはっきりし，作品のなかに個人的体

験を盛り込む必要が生じてくる。そして初めて「感情教育』という彼にとっ

て馴染み深い題名をつけることに思い到ったのではないか。しかしその場合

も，白伝的材料がすぐさま作品の自伝性に繋がるものではないことは，フロ

ベールの文学観から見れば言うまでもないことであろう。

　要するに二つの『感情教育』は個人的テーマという系列で直接に結びつくも

のではなく，当然のことながら，その間に『ボヴァリ』という「打情と批評

の融合」の試みを含んだ四半世紀の年月が存在するのであり，作品は新たに

根本から構想され直し，作者は一旦主人公の背年とほぞの緒を断ち切ったと

見倣すべきだろう。決定稿を自伝小説の系列としてのみ考えることは，フロ

ベールの意図を狭めることになる虞れがあるのだ。

　フロベールが自伝的材料を前にしていかに自由であったかをCarnet　19の

プランの次の記述は示している。

　　く刀serait　Plus　fort　de　ne　Pas　f　aire　baiser　Me　Moreau　qui　chaste
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d’ac毒｛on　se　rongeγait　d’amour．〉

　“Plus　fort”とは小説技法の観点から見て，より効果的という意味であろ

う。小説の素材が自らの経験によるものであろうと，純粋に想像力によるも

のであろうと，仕事机にあるフロベールにとっては同じ素材としての意味し

かないのだ。「感情教育』の遠い源となった個人的な経験をフロベールは作

品のために利用すべき数多の素材のうちの一つと見倣していたに違いない。

　　〈La　vie　doit　etre　consid6r6e　par　lui〔1’artiste〕comme　un　moyen，

　　　　　　　　ゆ
　rien　de　plus．〉

　その他，プランの記述のなかで実際の経験に基づいているらしいとされる

ものとして，folio　38　versoの次のような文章がある。

　　〈L’etat　atroce＜＆de　Plus　en　Plus　nerveux＞se　continue元usqu’au

mariage　de　sα∫itle　　　　Fγi‡2　11’y　　assis‡e　I）αS．　　iz　est　az‘　mariage　（ぎe　Zα

Lorette　qui　se　fait　ie　mCime　jour　d　la　Madeleine　Sa　S　ille　l’αbandonne

tout　a　coup　Abime　elle　se　trouve　seuLe

　　On　la　met　dans　une　Maison　de　Sante　elle　en　sort＿dernie’re

　　　　

瞬

　entrevue．〉

　フレデリックはまだFritz，ロザネットはLoretteとなっている。“elle”と

いうのはMe　Moreauのことで，文章の内容から見てシュレザンジェ夫人

をモデルにしていると思われる。62年1月28日付けの書簡でフロベールはシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どぱ
ユレザンジェ夫人の病気のことを尋ねているので，プランの記述はこれがも

とになっているとも考えられよう。推測を更に進めれば，或いはシュレザンジ

ェ夫人の病気について知ったことが，フロベールをして臼己の信条を危うく

しかねぬ白伝的素材を軸とする小説を敢て構想させる契機になったのかもし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のれない。作品のなかでアルヌー夫妻が例外的にモデルに忠実に描かれている

のも，その推測を裏付けると思われる。凡庸な青年であるフレデリック・モ

ローのそれよりも，より複雑であり従って例外的な自らの青年時代を描くこ

とを断念したフロベールではあるが，青春の喜ばしい瞬間のいわば記念碑と
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して，思い出のなかのシュレザンジェ夫妻の面影を作品に遺しておきたいと

いう欲求が自伝性を小説に持ちこむ動機になったのではないだろうか。とは

言え，プランに書き留められたシュレザンジェ夫人の実生活の悲惨なエピソ

ー ドは作品のなかには書かれずに終った。

　シュレザンジェ夫人に関してはもう一つ，フロベールが決定稿執筆中1こシ

ュレザンジェ夫人と会っているかどうかが問題点となったが，二人が会った

　　　　　　　　　　　　　　

」〔

のは64年以後のこととされており，｛：（〔筆中のことであるのは槌かなようだ。

この会見が作品の結末に役立ったというように言われることがある。そうで

あるとすれば，フレデリックとアルヌー夫人との最後の会見は前もってのプ

ランではなく，中途で付け加えられたか，少くとも修正されたものだという

ことになる。しかし63年のプランの次のような記述を見てみよう。

くdernie・θentrevtte：visite　de　M・　 e乏te　sぴ・a　kMais　eLle　ne　gex一

　cite　PIUS＆il　a　Peur　des　degOZtts／uturs．72e　Pas　la　rendreγidicule

il…　顕・・lle　S’・n・V・　it・1・…it　m・漉…　吻・・　＆‡・ut・」・t

　ノtni　　

＞

　決定稿の第三部第六茸この萌芽はすべてこの記述の中に含まれている。実際

の会見から暗示されるまでもなく，アルヌー夫人の訪問の骨子はこのように

予め計画されており，決定稿は初めのプラン通り遂行された。

　2　作品の構想に閃わるメモ。

　Carnet　19σ）プランの内容はFritz（フレデ1j　lクtt，」，f　e　Pt∫oreatt（アルスー

夫人），Mr　Moreaτt（ジt’・・ワ・アルx－）及びLorette（ロザネット）の［坦人

の相互関係についての記述にほぼ限られており，その他の副人物たちはまだ

現れていない。四人の主要人物の閤係は決定稿の構想に非常に近くなってお

り，特に人物川互の対照（パラレリスム）が強調されている。

くMettre　Ct・ゆ・・rs〕en　Paralbr，leヱ’a，n・f．・r　tegeT＆・1・・ntrer　q・’il　n’e7T

diffeTe　Pas・　　　　　Il　se　TaPPelte　d’autres．　　Z）esir　de　la　∫emme　honnfte

d’et・・°une　l・・川・　d・sir　 de　ta　l・rette　 d’［t・e　j・・n・・ze　

d・t　m・・め
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＜Le　mariρessede　d　lα∫ois　iαLorette＆sα　femme＞

く1α∫川ede　M・Mor

Mettre　en　Parall21e　les　demandes・en　mariage　　＆les（demandのPour一

加夕iers　Pr　l’Entretien　conditions　reglges　d’avance　etc．〈麺s＞　正θs　2

　　　　　　　　　　　　　　◎

dePucelαges　　　＞

くMαis　S’it　yαPαralletisme　entre　tes　deUX　f　emmes　t’honnete　et↓’im一

P“re（…〕ll　faudrait　que　la　lorette　f　ut　trbs　au　second　Plan．　comme

γePoussotγ

Btout　le　livre〔…〕ne　serαit　que　cela、　la　Bourgeoise＆ta　Lorette

（aVeC　tOUS　leS　perSOnn　SeCOndaireS　de　ChaCUn　de　CeS　deUX　mOndeS　＆COmme

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

　　lien　le　mari＆1’amant　tremPant　dans〔tous〕les　deux　soci6t4s＞

　　人物相互の気持の食い違いに関する記述も多い。これも一種のパラレリス

ムだろう。

　　　　　〈A　mesure　que　Ze　jeune　homme　se　Perf　ectionne　＆　se　durcit　dans　la

　　∫oτ酩6des　Lorettes　M・Meau　de　Plus　en　Plus　vertueuse，　devient　Plus

　　　　　　　パ

　　jalOUse＞

くEile　l’aime　quand　il，・e　L’σ物θPIUS．　C’est　d　ce　moment　ld〔qu’il　la

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を
Posst・　d　e〕　　 OU　qu’　etleざσげγe．〉

くUn　homme　aime　Par　une　’f　emme　Vest　en　meme　temPs　Par　d’aw

　　　　　ゆ

　　tres．〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エゆ

　　　ジャック・アルヌーの性格も既に正確に把握されているし，アルヌー夫妻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コリ

の不和に関する記述も決定稿の場而を彷佛させるものがある。とりわけ強調

されていると思われるものは，アルヌーの顛落に伴う夫妻の住居の変転で，

くM・iM　oreau　doit　etre徽industriet　d’αγt

　　　＜＜bron2ier＞marchand　de　tableaux　un　jour？2at　d’art＆litterature

〈Produits　chimiques　jabriq　de　Jaience　Porcelaine　oPaqlte＞♪・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　こコ

Puis　un　intrieZ　Pur＞
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〈il　va，　lui，　le　mari，　en　Progressant　dans　une　voie　sentimentale、9

ρ・esqt・’idyttique　d’ab・rd・C・ureur　de　b・rdelS，　Puis　de　l・rettes　Puis

・nt・・t乏e・t　de　P・ti乏・・9・isettes・il　l・U・　・・hete　des∫・nd・∂・li・ge・i・．

　　devient　de　Moif2S　en　moins　inconstant，ご0τ、雁、’：［le　bedolle∫’attendrit

　　〔…〕〉

　　この顛落の段階が小説の発展と関連して考えられている。

くgradati・n　dans　la　bebine・　deUX・U　tr・is　C］・angements　de　1・gement，

eff・et・i・i・tre　t・t・t・e　r・t・ecit・；　le　1・9・m・nt　est　d・　PIU・en　PIU・P・tit．

　　　　　piUS　《7Z！2〃ze　seule　bonne　　　Puis　la　Pγ・Ovince　　　　〈dans＞　Z4η　enゴroit

　recute．

L・F・rtun・　m・teγielle　du　m・na9・α能・n・nt・nt　ds　1・］・・Parti・㌦

livre・Elle　degringole　dans　la　sec・nde．〉

　　上の引用文の後半でわかるようにJ小説の全体はプランの段階では二部に

分けられていた。

　　　　〈Ceci　d・it　Etre　MOntre　en　diat・gue〈dans　la　lere　Partie．　Fr．　y　est

　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ・

　　moms　sensible　dans　la　seconde＞＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニヨコ
　　　　〈L’action　manque　pr　toute　Ia　seconde　partie＞

　　そして結末は，

　　　　〈fin　en　queue　de　rat．　t・US　savent　leur　P・siti・n　reciPr・que＆n’・sent

se　la　d　ire・　le　se硫・物ε∫励de・S・i－meme　・n　se　sePare．　Fin・：・n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

況

se　revoit　de　temPs　di　autre　Puis　on　Meurt．〉

となるはずであった。

　　3　フレデリックの恋愛の特殊性。

　　フレデリックの性格の弱さ，及びその結果としてのフレデリックのアルヌ

ー夫人への愛の性質の独自性も，小説の展開に重要な意味を持つと考えられ

ている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　　　くFr　Passe　Pr　s・n　aMant・Lac・het・；　il　laisse・cr・ire　cela＞

■



■
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＜顕　deftiut　rad三Cα1ご三“三1nag－ination　王↓n　gOtd　e叉cessl．∫　　trop 　《le　se’｝t一

　　sualittf’　　　Pas　de　suite　dans　les　idtSρs　　　troP　de　1’CVel’ies　l，O／2t　emP．「chti

　　　　　　　　　　　　　　　　：ら
o” etre肋a．｝’tiste．〉

　　フレデリックは白らのでを貫くことができない。

　　　　　くCar　il　・1（12’1．．　ose　POUSSer　sa　Poi7ite　（IZte　dan∫　le　cier　2iρr∂〔7Z　ale　sa

　　Pa　ssio　P．．　　　il　a　C！ρclrtrt；　sa∫　lamη2e　Presque　i）ar　fai．’ce　＆　a　（1彦亘　eil　（iq

sorie　surpris　de　la　faei．lit6　qn’eue　a　7－｝zisごl　venir　a’u　7re？zdex－VOZts

　　　：…〕〉

　　　　　〈八1，0SMIt　d　ec　taγe　’r　SOi・l　aMOUr　il　se　re7’ette　sur　les　Lorette∫．　　　の）πi∫功θ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

cacんant　la　timiditti　 ＞

くil　la　9　requente　de　temPs　dα雄es　timide　 rarement　 麺s　Plus

　　soztve？lt　s’abitue　a　son　desir．　　Z’i46εne　lzti　vie？zt　pas　qu’il　pet‘t　la　baiser

tranquille　de　sens，　du　reste，　car　ilS　ont，　Par　les　S　iites　PttbliqueS　un　deri一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．il．

06naturel＆∫　requent〔…〕〉

　　フレデリックの性格からして当然occasion　manqu6e　の小説にならざる

を得ない。

くMαis　il？1’αPas　ose　PourSl．tivre　 te　hazαrd　az‘ssi　s’e↑Z　m61e，　les

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訂

くiM　ais　ilη’αPas　ose

faits　ext6rieur∫，

　　　　　　　　　　　　　　　ロフレデリックの恋・

《il　sem　L・le　qu’oη

esmeγatda

A’ndalOuse　de　Barcel．One

∫　e↑｝n？ne　de　Byron

フレデリ

　　　くLa

PUIS　－r¢t）0μssCe

bγげVoccasion　est・＞jomais　7．nanquEe＞

口の理想主義的な傾向。

ゾ0η1’α琵由γ6θ　　 vioi．enee　que　doit〔etre〕　avoir

顕αmour　renf　orce　Par　des　tyPes

・celone　　　　　　　litteraires　admirels　danS　Sαjeu一

nesse

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，ide　21　＆

ックの情熱は持続灼な力を持たず，問歌的でしかなし

Passion　de　Fr，　f　oudroyante　d’αbo砿Puis　timide

　　　”　　　　（car　il　l，ai〃Mait　alor∫telte’？nent

il　y　a　cobuctdence　de

　du　Reel，1ノ

　　　　　　　　　　、o

eis　timide　et　constαntθ，

tqu’it　21’a　Pas　comPris



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『J，skl・irj－．1・，’：：iノ∫』　：；：h　’：肩｝；ヨ　　　　357

sa　Pudeu．r＆s’cst　retirのαdes　i？ztennittences　elle　frevient　t’t－ag　me

M…σヅ’1・・eP・・nめq・and・…C・・・・…tvid・d’a・・t’・es・femines’．〉

　　このようにフレデリックの恋愛のさまざまな様相は，プランの段階でほぼ

完全に出来あがっていると言っていい。フロベールはこの最も早い時期にお

いて既に，フレデリックを自分から切り離し，自分とは異なった性格を持つ

人間として纏った印象を創りあげていた。

　　4　その他，決定稿に書かれた重要な事件の幾つかはプランの記述に端を

発しているし，プランの記述で決定稿のデテールに利用されたものも少くな

い。それぞれ一つづつ引用するに留めておこう。

　　トロンシェ通りでのフレデリックとアルヌー夫人とのランデ・ヴーの原型。

くell・accepte…Zrendez－・…S　 くque　Zθlecteur　C・・ie　qZt’・n　va　se

i・utre＞　 n’ est　Pa・b・isee　Par・αV・1・nte　d’・ill・urs・Fr・’y　P・・nd

mal×＜dans　un　h・tel　garni　de　la　rue　T・・nchet＞〔…〕le　ha2ard　aussi

鋤・・ξ1・パ・s戊・it・　・・t6’rieur・，　b・ef・V・㏄・・迦・・t、り・mai・働・・呼・

．n
．　　 ．　．　　 ．．　　＿　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　⑬〈R・P・uss6　par　elle・F・　se　iance　dans　les　L・rettes〔…〕〉

　最後に，デテールのうちで小説の構造に大きな関わりのある記述。

くDeux｛｝eausc　vases　toztte　une　gaγniture　de　cl蹴i鹿c施Passe　de

c／・・之Mε一・1’f・yeau　・｝・ez　la　L・r・tte．　Fr．　les・y　retr・uve．　C’est　qque　ch。se

de　sa　jeunesse．〉
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